
佛
典

よ
り
觀

れ
る
龍

マ」龍
王
及
び
龍
宮
説

龍

思

想

の

準

備

的

研

究

i
白

崎

嚴

成

序

言

佛
教

々
學
の
研
究
の
原
野
は
甚
だ
森
然
こ
し
て
荒
漠
で
あ
る
。
之
れ

を
閉
拓
す

る
は
容
易
の
業
に
あ
ら
す
。
ま
し
て
龍
、こ
龍
宮
論
な
ミ

こ
云

ふ
原
本

的
問
題
に
立
ち
至
り
て
は
、
そ
の
研
究
の
範
圍
が
廣
く
且
つ
深

く
し
て
、
典
、等
の
龍
思
想
¶こ
佛
教
力
學
の
史
的
發
逹
の
關
係
を
詮
じ
る

事
は
、
淺

識
寡
聞
の
自
分
に
は
全
く
手
を

つ
け
る
術
べ
だ
に
知
り
得
な

い
。
唯
だ

】
分
の
材
を
佛
典
こ
三
に
綵
り
來

つ
て
、
龍
思
想
の
準
備
的

研
究
を
試

み
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
世
般
の
藝
術
家
叉
は
藝
術
史
家
か

漫
然
ε
し

て
、
龍
ル
至
龍
王
、
龍
宮
ご
呼
ぶ
原
始
佛
教
の
遺
物
思
想
を

佛
教
美
術
に
名
を
借
り
て

}
種
の
骨
董
品
、こ
な
し
て
、
鑑
賞
的
態
度
を

以
ち
て
望
む
も
の
こ
は
聊
か
そ
の
鵡
發
を
同
じ
う
し
て
居
な
い
事
を
豫

め
斷
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

佛
典
に
顯
れ
た
る
龍
と
龍
王

佛
典
に
顯
は
る
る
こ
こ
ろ
の
所
謂
龍
ご
は
智
度
論
の

「
那
伽
」
に
し

て
、
そ
の
龍
は

一,長
身
無
足
」
.こ
善
見
論
十
七
に
は
説
く
。
而
し
て
此

「
那
伽
」
は
亦
た
象
ご
釋
す
る
瘍
合
あ
り
。

智
度
論
三
に
は
此
の
點
を

「
那
伽
。
或
名
龍
。
或
名
象
。
是
五
千
阿
羅
漢
。
諸
阿
羅
漢
中
最
大
力

以
是
故
言
如
龍
如
象
。
水
行
中
龍
・刀
大
。
陸
行
中
象
力
大
。」
ご
記
る
す

叉
舊
華
嚴
經
七
に
は

「
威
儀
巧
妙
最
無
比
。
是
名
龍
象
自
在
力
。
」

中
阿
含
經
二
十
九
、
龍
象
經
に
も

「
唯
佛
大
龍
象

」
等
の
文
句
を
兄

之
ら
は
賢
聖
の
威
力
自
在
を
龍
に
譬
へ
象
に
比
べ
し
も
の
に
て
、
更
に

華
嚴
經
に
は
龍
自
身
の
威
力
自
在
に
關
し
て

、
龍
王
の
雨
を
降
す
は
身

よ
り
出
し
、
若
く
は
心
よ
り
出
す
に
も
あ

ら
す
、
積
集
に
も
あ
ら
す
。

た
だ
そ
は
龍
王
の
心
念
力
を
以
て
の
故
に
鞴
然
洪
霪
天
ド
に
周
褊
す
る

塾
し

0

ざ
議
く

今
前
述
の
龍
を

飜
譯
名
義
集
二
に
隨

へ
ば
、
龍
種
四
分
の
中
そ
の
節

こ
の
「雲
を
興
し
雨
を
致
す
」
の
類
に
し
て
、
第

一
に
屈
す

る
の
は

「
天

の
宮
殿
を
守
り
持
し
て
落
ち
ざ
ら
し
む
」

の
類
、
第
三
は

「
江
を
决
し

漬
を
開
く
」
の
地
龍
の
類
、
第
四
は

「
伏
蔵

し
て
轉
輪
王
大
藕
入

の
蔵

を
守
る
」
の
類
で
あ
る
。
そ
し
て
此
等
の
龍
族
の
出
世
に
付
き
て
も
岡

様
に
四
種
の
別
が
、
長
阿
含
經
十
九
及
び
長
阿
含
世
記
緇
龍
鳥
贔
第
五

=



等
に
明
か
す
。

此
等
の
沸
典
に
據
れ
る
所
を
綜
合
す
れ
ば
、「
大
海
の
北
岸
に
究
羅
啖

摩
羅
ご
呼
ぶ
大
樹
あ
り
、
諸

々
の
龍
王
ご
金
翅
鳥
。
こ
の
樹
に
痿
む
。

高
さ
百
由
旬
、
幹
の
周
圍
七
由
旬
、
枝
葉
大
い
に
繁
茂
し
實
に
五
十
由

旬
の
四
方

に
擴
が
る
。
而
し
て
、
究
羅
瞭
摩
羅
樹
の
東
方
よ
り
生
れ
た

る
龍
は
卵
生
、
南
方
の
も
の
は
胎
生
、
西
方
の
も
の
は
濕
生
、
北
方
の

も
の
は
化
生
の
龍
に
し
て
、
東
方
の
卵

生
龍
の
宮
殿
は
、
そ
の
廣

さ
六

干

田
旬
、
ヒ
重
の
牆
ご
、
七
重
の
欄
干
が
匝
ら
さ
礼
、
其
の
上
に
は
七

重
の
羅
網
覆
連
し
、
共
の

煽
々
の
門
に
は
し
重
の
瀾
干
を
有
し
、
徇
、

其
の
牆
壁

の
土
に
は
麗
、夫
の
螻
閣
あ
り
。
周
圍
に
は
遽
望
臺
設
け
ら
る

池
は
こ
の
金
殿
玉
.僂
の
周
圍
を
繞

つ
て
清
流
滾

々
ε
湧
出
し
、
多
く
の

麗
華
麗
葉

は
そ
の
艶
麗
の
姿
態
を
水
に
現
る
。
果
實

は
枝
に
垂
下
し
、

麗
華
果
實
よ
り
吐
き
出
つ
る
靈
妙
な
る
所
の
芳
香
は
風
に
途
ら
れ
、
遍

く
四
邊
に

薫
じ
わ
た
り
て
鳧
鴈
、
鴛
鴦
、
睦
じ
く
池
に
遊
び
。
そ
の
他

幾

干
の
美
麗
の
鳥
類
は
樂
し
く
舞
ひ
、
或
は
棺
間
に
戯
れ
つ
玉
聲
を
和

し
て
啼
き
囀

つ
る
し
。
云
々

扨
て
吾
人
は
龍
ご
云

へ
ば
龍
宮
、
龍
宮
ご
聞
け
ば
水
を
聯
想
す

る
に

敢
て
憚
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
9即
ち
佛
典
中
に
は
龍
ご
水
に
關
し
て
の
説

話
も
亦
决
し
て
少
く
は
な
い
。

天
竺
別
集
上
に
は

「
天
龍

}
麟
蟲
耳
。
得

M
滞
之
水
散
六
虚
以
爲
洪

流
」
ご
あ
り
輔

行
四
に
も
、

「
龍
得
小
水
以
降
大
雨
し
ε
読
き
、
全
く

そ
の
不
測

の
力
用
に
付
き
て
は
法
蕪
經
序
品
の
中
に
も

「
四
衆
龍
祕
瞻

一

一
二

察
仁
者
」
-こ
語
り
、
前
二
文
Σ
共
に
智
度
論

七
に
於
け
る

「
譬
如
龍
最

龍
力
故
水
不
竭
」
を
想
起
す
れ
ば
如
何
に
龍

ご
水
ご
は
不
離
の
關
係
に

在
る
か
を
知
り
得
る
ご
共
に
、
茲
に
自
分
の
感
ぜ
し
事
は
彼
の
大
日
纏

一
の

「
是
等
依
龍
方
」
の
龍
方
が
跏
ち
北
方
を
指
す

ご
云
ふ
事
で
あ
る

こ

れ
は
五
行
に
よ
れ
ば
北
方
は
水
で
あ
る
。

敏
に
正
し
く
龍
ご
水
の
關

係
に
付
て
何
等
か
の
暗
示
を
與

へ
て
居
る
樣

に
思
は
る
。
叉
破
僭
事
五

に
は

「
尼
連
輝
河
龍
伽
陵
伽
此
云
黒
色
」
ご
あ
り
て
、
河
中
に
龍
あ
り

て
佳
す
れ
ば
尼
連
禪
河
を
夊
'の
名
龍
河
こ
も
呼
べ
る
も
の
に
し
て
大
智

度
論
二
十
七
に
も
龍
卷
の
事
を
逋
べ
て

「
大
龍
の
尾
は
大
海
に
在
り
て

そ
の
頭
は
塵
察
に
あ
り
。
震
電
雷
霆
し
て
よ
く
大
雨
を
降
す
」

ε
記
し

矢
張
り
水
Σ
龍
に
就
て
の
深
き
關
係
を
暗
示
す

る
。
最
後
に
彼
の
古
事

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

記
に
ょ
れ
ば
、
龍
は
み
つ
ち
ーこ
訓
じ
ら
れ
、
み
つ
ち
こ
は
水
帥
、
又
岡

象
こ
も
認
め
ら
れ
專
ら
水
ご
縁
深
い
も
の
で
あ
る
事
を
如
實
に
示
し
、

而

か
も
吾
國
に
於
け
る
此
れ
ら
兩
者
の
不
離

胸
觀
念
が
そ
の
起
源
を
か

玉
る
原
本
的
經

律
に
依
憑
せ
り
・こ
の
推
論
は
強
ち
至
難
ご
は
言
は
れ
ぬ

の
で
あ
る
。

次
に
人
ざ
知

る
謠
曲

「
葛
城
」
の

M
節
に
は

「
そ
も
紳
な
ら
で
三
熱
の
く
る
し
み
ご
い
ふ
こ
ご
あ
る
べ
き
」

ご
あ
り
。
こ
の
三
熟
は
本
來
龍
種
の
熟
惱
に
し
て
、
長
阿
含
經
十
八
に

從

へ
ば

「
佛

言
。
何
故
名
馮
阿
褥
達
。其
義
云
何
。
此
閻
淨
提
所
有
龍
王
識
有

三
患
。

踊
者
諸
龍
皆
被
熱
風
熱
沙
著
身
燒
其
皮
肉
。
及
燒
骨
髓
。
以



爲
苦
惱

。
唯
阿
耨
逹

龍
無
有
此
患
。
こ
者
擧
閻
淨
所
有
龍
宮
り
悪
風

暴
起
吹
其
宮
内
失
寳
飾
衣
。
龍
身
自
現
以
爲
苦
惱
。
唯
阿
褥
達
龍
王

無
如
是
患
。
三
者
擧
閻
浮
提
所
有
龍
王
各
在
宮
中
娯
樂
時
。
金
翅
大
鳥

入
宮
愽
撮
。
或
始
生
方
便
欲
取
龍
食
。
諸
龍
怖
懼
常
懷
熟
惱
。
唯
阿

褥
邃
龍
鑢
如
是
患
。
若
金
翅
鳥
生
念
欲
往
飾
便
命
終
。
故
名
阿
耨
逑

以
上
の
引
文
に
明
さ
る
如
く
、
阿
耨
逹
池
の
龍
王
を
除
き
て
は
龍
に

三
種
の
災
患
あ
り
、
伺
樣
の
所
詭
は
大
螻
炭
經

一
に
も
散
在
す
る
も
、

善
見
律
昆
姿
娑
十
七
に
は
、
龍
は
禪
定
道
果
を
得
ざ
る
故
に
五
事
あ
り

て
龍
事
を

離
る
事
能
は
す

,こ
て
そ
の
度
す

る
得
ざ
る
を
論
く
。

次
に
金
翅
鳥
の
難
に
就
き
て
は
我
國
今
昔
物
語
に
も

「
龍
子
発
金
翅

鳥
難
第
九
」
の
條
あ
る
如
く
有
名
な
る
傳
説
の

一
つ
に
て
海
龍
王
經
四

に
は

「
龍

得
袈
娑

}
縷
晃
金
翅
鳥
難
」
ε
あ
る
が
之
れ
は
、「
四
大
龍
王

佛
に
白
し

て
、
實
は
四
種
の
金
翅
鳥
あ
り
て
、
常
に
海
中
の
謐
龍
を
食

す
。
故
に
今
佛
の
擁
護
を
得
て
其
安
穩
を
希
ふ
。
故
に
佛
は
身
の
衣
を

脱

ぎ
て
海

龍
王
に
告
ぐ
。

「
汝
之
の
如
來
衣
を
受
け
て
諸
龍
に
分
與
し
衆
に
週
遍
せ
よ
,
大
海
中

に
在
り
て

冖
縷
に
値
ふ
者
は
金
翅
鳥
ご
雖
も
觸
犯
す

る
事
能
は
す
」
ご

仰
せ
ら
れ
し
が
法
華
文
句
記
に
も

「
龍
得

一
縷
牛
角

一
觸
」
ご
あ
り
。

前
述
の
海
龍
王
經
を
史
に
詳
に
せ
り
ε
思
は
る
も
の
は
長
阿
含
世
記
經

で
あ
る
。

少
し
く
引
證
す
る
に

「
卵
よ
り
孵
り
し
金
翅
鳥
か
伺
じ
く
卵
生
の
龍
を
捕
ふ
る
に
は
、究
羅

映
羅
樹
の
東
枝
よ
り
大
海
に
飛
び
込
み
、
兩
翅
を
以
つ
て
二
百
由
旬
の

海
水
を
掻
き
分
け
て
龍
を
捕

へ
、
海
上
に
舞
ひ
上
り
て
隻
す
。
而
し
此

の
金
翅
鳥
は
他
の
三
種
の
龍
を
瞰
ふ
事
能

は
す
。
他
の
金
翅
鳥
に
於
て

も
大
體
四
百
由
旬
、
叉
は
八
百
由
旬
の
海
水
を
掻
き
分
け
、
同
樣
に
讃

龍
を
そ
れ
ム
丶

瞰
ふ
。
さ
れ
,ご
+
六
龍
王
の
み
は
こ
の
難
を
冤
る
。

娑
竭
龍
王
、
難
陀
龍
王
、
跛
難
陀
龍
王
、
炉
那
婆
羅
龍
王
、
提
頭
頓

唾
龍
土
、
善

見
龍
王
、
阿
盧
龍
王
、
伽

枸
羅
龍
土
、
伽
毘
羅
龍
王
,

阿
波
羅
龍

王
、
伽
発
龍
王
、
瞿
伽

免
龍
王
、
阿
耨
蓬
多
龍
王
、
善
儀

龍
王
,
優
麟
伽
波
頭
龍
王
、
得
叉
伽
龍
王

、

且
叉

こ
れ
ら
の
諸
龍
の
宮
殿
近
く
に
腰
息
せ
る
諸
龍

も
其
の
餘
澤
に
依

て
、
金
翅
鳥
の
餌
食
よ
り
無
難
に
終
る
Σ
さ
る
。
+
六
龍
王
の
中
娑
竭

龍
王
の
女
、
八
歳
に
し
て
靈
鷲
山
に
詣
で
、
成
沸
の
祁
を
覗
す
ご
云
ふ

事
法
華
經
提
婆
品
に
あ
り
。

釼
て
謂
ふ
所
の
龍
王
に
關
し
て
は
大
集
經
須
彌
藏
晶
に
五
類
を
擧
け
て

「
善
住
龍
王
爲

}
切
衆
龍
王
。

婆
難
陀
龍

王
爲

一
切
蛇
龍
王
。

阿
耨

蓬
龍
王
爲

一
切
馬
龍
王
。
婆
樓
龍
王
爲

一
切
魚
龍
王
。
摩
那
蘇
婆
龍

王
爲

口
切
蝦
蟇
龍
王
也
」
ε
し
、

蓮
華
龍
王
、
翳
羅
葉
龍
王
,
大
力
龍
王
、
大
吼
龍
王
,
小
波
龍
王
、

持
驛
龍
王
、
金
面
龍
王
を
以
て
七
龍
王
ε
な
す
は
最
勝
經

桶
で
あ
る
。

此
の
外
法
華
經
序
品
に
は
八
龍
王
、
名
義
大
集
に
は
八
十

冖
龍
王
、
大

雲
講
雨
經
に
は

M
百
八
十
五
龍

王
を
明
す
。
而
し
て
此
等
の
諸
龍
王
よ

く
鶲
索
を
念
誦
し
、
成
就
せ
し
も
の
を
龍

王
仙
Σ
名
づ
け
諸
龍
中
に
あ

り
て
よ
く
自
雀
を
得
た
る
も
の
で
あ
る
,こ
は
聖
迦
糀
金
棚
童
子
軌
上
の

=
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所
詭
で
あ

る
。

最
後
に

、
源
氏
物
語
の

「
龍
の
中
よ
り
佛
う
ま
れ
給
は

窒
こ
そ
侍
ら

め
」
こ
か
謠
曲

「
通
盛
し
の

「
龍
女
變
成
ご
き
く
、こ
き
は
姥
も
た
の
も

し
や
し
等
は
先
の
裟
竭
龍

王
似
龍
女
説
話
を
そ
の
源

こ
な
し
居
り
、
所

謂
龍
女
變
成
-こ
は
、
五
障
を
先
與
さ
れ
し
女
身
も
智
慧
利
根
に
し
て
機

熟
す
れ
ば

不
退
轉
を
得
て
逾
に
成
佛
の
果
を
結
ぶ
。
然
も
女
身
を

】
ご

度
び
男
身

に
改
め
て
後
よ
く
そ
の
正
覺
を
成
す
る
が
故
に
龍
女
變
成
ご

云
ふ
の
で

あ
る
。
此

の
外
龍
に
關
す
る
沸
典
説
話
は
六
度
集
經
五
、
六

及
雜
寳
蔵

經
三
等
に
於
て
最
も
詳
ら
か
で
あ
る
。

龍
宮
と
龍
王
に
就
て
の
考
察

吾

々
が
幼
な
時
の
寢
物
語
ご
し
て
最
初
に
聽
か
さ
れ
た
る
も
の
は
浦

島
太
郎
で
あ
り
龍
宮
で
あ
る
。
こ
の
龍
宮
紳
話
は
樂
土
瀧
留
論
話
の
形

式
に
入
り

、
恐
ら
く
は
古
事
記
に
み
ゆ
る
彦
火
火
出
見
尊
の
海
宮
紳
話

の
變
杉
に
し
て
、
英
雄
紳
話
中
の
勇
者
求
婚
紳
話
に
屬
し
、
叉
末
子
成

功
紳
話
、こ
し
て
も
數

へ
得
る
。
而
し
て
此
等
の
赫
話
の
根
源
が
遠
く
佛

典
に
存
す

ーこ
云
ふ
児
解
に
對
す
る
考
察
は
稿
を
改
め
て
論
じ
早
速
佛
典

を
繙

き
度

い
、こ
思
ふ
Q

先
づ
海
龍
經
請
佛
晶
に
は

「
海
龍
王
,
靈
鷲
山
に
詣
で
沸
法
を
聽
き
、
信
心
歡
喜
し
以
て
、
沸
を

大
海
の
龍
宮
に
請
じ
供
養
し
奉
ら
ん
ご
し
、
佛
の
許
し
を
得
て
龍
王
大

海
に
入
り
、
大
殿
葱
化
作
し
て
無
量
の
珠
寳
を
種

々
に
莊
嚴
し
、
そ
の

一

一
四

上
海
邊
よ
り
海
底
に
通
じ
て
三
道
の
寳
階
を

造
る
。
恰
も
佛
そ
の
昔
帥

利
天
よ
り
閻
浮
提
に
降
り
ま
す
時
の
如
し
。
佛
即
ち
諸
の
比
丘
菩
薩
、こ

共
に
寳
階
を
渉
り
て
龍
宮
に
入
り
、
諸
龍
の
供
養
を
受
け
て
爲
に
大
法

を

論
か
る
L
。

こ
れ
に
依
り
て
思
惟
す
れ
ば
龍
宮
、こ
は
、
龍

王
の
宮
殿
に
し
て
、
大
海

の
底
に
在
り
、
吐
龍
王
の
榊
力
に
化
作
せ
ら

る
も
の
で
あ
る
。
長
阿
含

經
十
九
に

も
、

{,大
海
水
の
底
に
娑
竭
龍
王
の
宮
殿
あ
り
、
縱
横
八
禹

由
旬
、
久
須
彌
田
ご
法
陀
羅
山
こ
の
間
に
は
難
陀
、
跋
難
陀
龍
王
の
富

殿
あ
り
、
共
に
六
千
由
旬
に
し
て
七
寳
を
以
て
嚴
飾
し
衆
鳥
和
鳴
す
」

ご
載
せ
ら
る
。
同
じ
く
十
八
に
も

「
阿
耨
達

池
に
も
亦
龍
王
の
宮
殿
あ

り
し

ご
。
正
法
念
處
經
十
八
に
は

【,大
海
中
深
さ
萬
由
旬
に
し
て
戯
樂

、こ
呼

ぶ
城
あ
り
。
縱
横
三
于
由
旬
,
そ
の
中

に
法
行
、
非
法
行
の
こ
龍

王
住
す
し
ご
あ
つ
て
此
等
の
龍
冨
の
緇
蔵
を

龍
臧
ご
呼
ぶ
。
帥
ち
襌
示

鞄
鑑
に
は

{
庭
葡
柏
予
話
、
龍
絨
所
未
有
底
し
ーこ
あ
り
、
寄
歸
傳

扁
に

は

「
恚
損
輕
枝
現
生
龍
戸
。」
,こ
あ

る
。
龍
戸

ご
は
龍
宮
の
別
名
で
あ
る

夂
他
の
傳
説
に
於
て
は
蜆
世
に
在
つ
て
佛
法
隱
沒
す
る
の
時
龍
王
緇
餐

を
護
持
す
る
の
宮
殿
な
り
ご
言
は
る
。
菩

薩
胎
經
七
に
は

「
龍
子
の
富

　

殿
に
は
七
寳

の
塔
か
あ
り
て
經
典
を
收
む
」

、こ
あ
り
,
摩
訶
摩
耶
經
、卷

下
に
は

「
千
五
百
歳
の
後
、
倶
餤
彌
國
の
二
比
丘
爭
ふ
事
佛
法
に
累
し

經
典
は
鳩
尸
那
竭
國
に
集
り
、
龍
王
之
を
持
し
て
海
中
に
入
る
し

ご
あ

る
。
八11
本
文
を
引
用
す
る
に
、

千
五
百
歳
。
乃
至
悪
魔
波
旬
及
外
道
衆
踊
躍
歡
喜
。
競
破
塔
寺
殺
害
焔



丘
。

一
切
經
藏
皆
悉
流
移
至
鳩
尸
那
竭
國
。
阿
耨
達
龍

土
悉
持
人
海

於
是
佛
法
而
滅
蓋
也
。

夊
蓮
華

面
經
下
に
も

佛
言
阿
難
。
此
閻
浮
提
及
餘
十
方
所
有
佛
鉢
及
佛
舍
利
。
皆
在
婆
伽

羅
龍

王
宮
中

ご
あ
り
。
け
だ
し
釋
錬
滅
後
の
佛
徒
は
佛
舍
利
、
佛
鉢
等
を
以

つ
て
直

接
に
其

の
仰
信
崇
拜
の
對
象
ε
し
至
尊
至
重
の
念
を
抱
き

て
潰
寳
を
禮

拜
し
供
養
せ
し
も
の
で
、
此
の
事
實
を
よ
く
裏
書
せ
る
も
の
は
海
龍
王

經
の
第
四
舍
利
品
で
あ
ら
う
。

爾
時
。

海
龍
王
子
及

】
切
龍
。
白
佛
言
。
未
曾
有
。
世
尊
。
如
來
所
詭

普
安

一
切
。
授
諸
龍
决
。
開
化
眷
屬
。
皆
發
道
意
。
乃
靂
今
如
來
受
龍

王

請
。
所
演
廣
覆
。
譬
如
虚
察
無
所
不
葢
。
干
今
世
尊
還
閻
淨
利
。
海
中

諸
龍
。
無
所
依
仰
。
唯
加
大
哀
。
佛
滅
度
時
。
在
此
大
海
留
全
舍

利
。

.
切
衆
類
。
皆
径
供
養
華
香
。
伎
樂
。
被
服
。
憧
幡
。
轉
加
功
徳
。
速

脱
龍
身
。
疾
得
無
上
正
眞
之
道
。

次
に
亦
佛
所
行
讃
第
五
の
設
に
依
れ
ば
、
阿
育

王
が
王
舍

城
の
頭
櫻

那
塔
を
初
め
八
ヶ
國
の
舍
利
を
集
め
、
以

つ
て
之
れ
を
八
萬
四
千
の
佛

塔
に
配

せ
ん
ε
企
て
る
ε
き
、
獨
り
羅
摩
國
の

一
塔
は
そ
の
龍
王
の
固

守
す

る
に
依
り
て
之
を
得
る
事
能
は
ざ
り
し
事
を
明
し
て
ゐ
る
。

扨
て
茲
に
聊
か
佛
典
散
在
の
諸
龍
王
の
中
、
最
も
代
表
的
な
る
論
話

を
抄
録
し
そ
の

一
牟
を
照
會
す
れ
ば
、
先
づ
過
去
現
在
因
果
經
に

は
佛

聖
誕
の
時
、
難
陀
婆
難
陀
の
、
一龍
王
涌
出
し
て
塞
中
に
住
し
,
太
学+
の

身
を
浴
し
奉
れ
り
こ
て
、

「
於
是
夫
人
即
昇
寳
輿
。

與
諸
官
屬
拝
及
鰥
女
前
後
導
從
。

往
鑑
昆

尼
園
。
爾
時
。
復
有
天
龍
八
部
。
亦
皆
隨
從
。
充
満
虚
察
。
乃
至

難

陀
龍
王
。
優
波
難
陀
龍
王
。
於
虚
察
中
吐
清
清
水
。

一
温

一
凉
。
灌

太
子
身
し
。

ご
云
ふ
。
太
子
瑞
應
本
起
經
に

は
佛
得
道
の
初
め
に
於
て
は
、゚
文
隣
警

龍
王
は
諸
畜
生
の
中
に
在

つ
て
第

一
に
佛

に
見
え
奉
る
事
を
得
た
り

ご

論
き
、
佛
本
行
集
經
に
は
、
釋
算
の
將
に
菩
提
樹
下
に
向
ひ
給
ふ
時
此

の
地
六
種
に
震
動
す
。
部
ち
迦
梨
龍
王
,
驚
悟
し
て
速
に
其
、の
龍
宮
を

翫
で
、
菩
薩
に
見
ゆ
、こ
録
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
更
に
曰
く
。

「
爾
時
。
黒
色
龍
王
。
有

}
龍
妃
。

名

日
金
光
。

而
彼
龍
妃
。
復
與

無
量
諸
龍
女
等
。
左
右
園
遶
。
其
手
各
執
諸
如
香
花
」

叉
北
印
度
烏
侯
那
國
附
近
に
て
糴
軍
の

阿
波
邏
羅
龍
王
に
教
化
せ
ら

る
、こ
の
論
は
喩

一
阿
含
經
に
は

「
復
至
烏
仗
國
復
値
悪
龍
王
。
見
密
述

力
士
而
龍
自
歸
命
」
佛
所
行
讃
に
は

「
至
健
駄
羅
國
化
阿
婆
羅
龍
」
・こ

あ
る
。

最
後
に
頗
る
有
名
な
る
佛
傳
説
話
の

一
つ
は
優
縷
頻
螺
聚
落
の
優
櫻

頻
螺
迦
葉
兄
弟
教
化
の
際
に
於
て
釋
尊
は
毒
龍
の
佳
す
る
火
紳
堂
の
中

に
宿
り
、
謂
ゆ
る
+
八
祚
變
を
現
じ
て
毒
龍
忽
降
伏
し
給

へ
る
事
に
し

て
、
之
れ
に
關
し
て
は
中
本
起
縄
に
明
細

で
あ
る
。

以
上
を
以
つ
て
龍
王
詭
話
の
大
略
を
終
り
し
ば
ら
く
龍
樹
傳
を
主
こ
し

て
龍
宮
を
考
察
す
る
。

=

五



蔀
ち
龍
樹
傳
、
付
法
藏
傳
五
、
賢
首
華
嚴
傳

.
等
を
綜
合
す
れ
ば
、

龍
樹
は
出
家
の
後
靈
山
に
入
れ
る
事
あ
り
。
山
中
の
塔
に

一
老
比
丘
住

し

て
、
龍
樹
に
授
く
る
に
大
乘
妙
典
を
以
て
せ
り
.・
依
て
龍
樹
は
深
く

こ
の
妙
典
を
誦
持
愛

樂
し
,
實
義
に
逋
じ
た
る
も
未
だ
通
利
を
得
す
。

故
に
自
ら
念
願
し
て
、
佛
經
甚
だ
妙
な
れ
3
獪
毳
ざ
る
所
あ
り
、
依
て

自
分
は
未
蠱
を
究
め
て
之
を
演
べ
、
後
學
を
悟
す
で
あ
ら
う
ご
。
此
處

に
於
て
か
龍
樹
は
更
に
衣
服
を
造

つ
て
持
戒
を
立
て
、
佛
法
に
附
騰
し

て
小
異
あ
ら
し
め
ん
ご
の
大
誓
願
を
起
し
,
獨
り
靜
處
の
水
精
房
中
に

在
り
て
此
の
事
を
思
惟
し
憶
念
す
。

時
に
大
龍
菩
薩
こ
れ
を

見
て
憐
み
即
ち
引
接
し
て
海
に
入
る
。
宮
殿

の
中
に
於
て
七
寳
の
華
函
を
發
し
て
諸
の
方
等
深
奥
の
經
典
無
量
の
妙

法
を
以

て
彼
に
授
く
。
依
り
て
龍
樹
之
を
受
讀
す

る
事
九
十
日
"
全
く

通
解
得
る
處
甚
だ
多
し
。
龍
間
て
曰
く
。
看
經
遍
し
や
。
答

へ
て
曰
く

汝
が
諸
函
中
の
經
典
無
量
な
り
、
我
が
讀
む
所
己
に
閻
淨
提
に
十
倍
す

依
て
再
び
龍
樹
を
南
天
竺
に
途
り
、
龍
樹
亦
大
い
に
法
を
弘
逋
し
て
外

道
を
擢

伏
せ
り
。

个
賢
首
華
嚴
傳

」
を
引
例
す
れ
ば

、

「
如
眞
諦
三
蔵
云
。

西
域
傳
記
説
。

龍
樹
菩
薩
經
龍
宮
見
此
華
嚴
大

不
患
議
解
脱
經
。
有
三
本
。
乃
至
、下
本
見
流
閻
浮
。
」

而
も
龍
宮
に
引
接
さ
れ
た
る
は
強
ち
龍
樹
の
み
で
は
な
く
、
法
華
經

提
婆
逹

多
品
に
は
文
殊
大
海
の
娑
竭
宮
に
入
9
て
八
歳
の
龍
女
を
化
す

ご
あ
り
、
智
度
論
十
二
、
止
觀
輔
行

一
等
に
も
能
施
太
子
に
付
て
の
傳

一

一
六

論
あ
り
。

「
糴
迦
牟
尼
佛
因
位
の
時
に
大
醫
龍
ご
な

り
、

吋
切
の
病
を
療
す
。
病

者
甚
だ
多
く
力
足
ら
す
し
て
懊
惱
し
て
死
し
初
利
天
に
生
す
。
自
ら

思
惟
す
、
我
れ
今

天
に
生
れ
て
薦
報
を

享
く
る
も
人
に
盆
な
し
ε
、

自
ら
方
便
を
以
て
天
壽
を
捨
て
、
娑
伽
陀
龍

王
の
宮
中
に
生
れ
て
龍

の
太
子
こ
な
り
、
身
己
に
長
じ
て
叉
方
便
し
て
死
し
、
閻
淨
提
の
中

に
生
れ
て
大
國
の
太
子
こ
な
り
、
能
施

ご
名
つ
く
。
生
れ
乍
ら
に
し

て
施
を
好
み
、
年
長
大
に
し
て
自
身
の
所
有
皆
盡
く
乃
ち
父
母
に
告

け
て
曰
く
。
龍
王
の
頭
上
に
如
意
寳
珠
あ
り
、

一
切
の
財
物
を
雨
ら

す
。
我
れ
之
を
得
て

一
切
の
貧
窮
を
賑

は
さ
ん
ざ
。
父
母
之
を
許
す

太
子
即
ち
大
海
に
入
り

て
龍
王
の
所
に
亘
る
。
龍
王
紳
逋
力
あ
り
て

其
、子
な
る
を
知
り
、
太
子
亦
宿
命
を
知
り
て
其

の
父
母
を
識
る
。
龍

王
大
い
に
喜
ん
で
其
欲
す
る
所
を
與

へ
ん
ε
す
。
太
子
龍
王
に
請
ひ

て
其
の
頭
上
の
如
意
珠
を
得
、
閻
淨
提

に
還
り
來
り
て
、
意
の
如
く

一
切
の
財
物
を
出
し
て
人
の
所
須
に
隨

ふ
。」

Σ
あ
り
て
、
文
中

の

「
如
意
珠
」
に
關
し

て
は
,
四
分
裁
本
破
二
上
に

は

「
律
中
龍
珠
鳥
翅
。

}
去
不
還
」
行
宗

記
二
上
に
は

「
龍
珠
者
。
昔

有
螺
髻
梵
志
。
居
恒
水
邊
。
爲

龍
所
磽
。
佛
令
從
彼
乞
頸
F
珠
瓔
。
龍

.即
不
來
。」
マ」
て
龍
そ
の
珠
を
惜
み
で
遠
く
去

る
を
記
す
。

要
す
る
に
玄
弉
の

「
龍
宮
祕
旨
鷲
嶺
微
詞
」

ぐ」云
ひ
、
義
淨
の

「
龍

宮
祕
典
海
中
探
」
、こ
云
ふ
も
,
龍
宮
が
專
ら
勝
妙
の

經
典
を
藏
す
ε
云

,ご

般
思
想
は
,
元
來
龍

王
は
寳
珠
を
前
記
の
如
く
愛
す
る
よ
り

}
韓



し
て
佛
舎
利
を
藏
す
ご
せ
ら
れ
、
再
轉
に
及
ん
で
法
舍
利
た
る
經
典
を

も
牧
城
す
る
、こ
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
華
嚴
玄
談
會
玄
記
二
に

「
或
は
云
ふ
。
龍
宮
藏
ご
は
喩
に
從
ひ
名
を
彰
す
。
龍
宮
ε
は
珠
玉
多

し
。
法
藏
に
は
無
邊
義
を
其
す

る
な
り
。
」
、こ
て
此
の
推
測
を
裏
書
し
て

居
る
。

最
後

に
龍
宮
の
莊
嚴
に
付
き
て
は
既
に
略
逋
し
た
る
も
、
今
そ
を
難

陀
龍
王
の
宮
殿
に
求
め
ば
、

宮
殿

の
廣
さ
六
千
由
旬
,
七
重
の
牆
、
七
重
の
欄
干
,
七
重
の
羅
網

七
重

の
行
樹
あ
わ
。
何
れ
も
七
寳
に
て
作
ら
れ
例

へ
ば
金
の
欄
干
に

は
銀

の
恍
、
銀
の
欄
干
に
は
金
の
恍
が

つ
け
ら

る
。
そ
の
上
に
は
倚

珍
妙
な
る
寳
網
掩
連
し
、
瑠
璃
羅
網
の
下
に
は
水
晶
の
鈴
、
水
晶
羅

網
の
ド
に
は
、
瑠
璃
の
鈴
埀
下
し
、
七
寳

の
種
.々

の
樹
生
ひ
繁
り
て

赤
珠

の
樹
に
は
赤
珠
を
枝
"こ
し
、
瑪
瑙
の
葉
-こ
花

-こ
果
を

つ
け
、
瑪

瑙
の
樹
に
は
瑠
璃
を
枝

、こ
し
,
赤
珠
の
葉
ご
花
ご
果
を

つ
く
。

下
略

ξ
叙
述
し
て
あ
る
。
更
に
婆
竭
龍
王
の
そ
れ
を
觀
察
す
れ
ば
、

そ
の
廣
さ
は
八
萬
由
旬
,
金
銀
瑠
璃
頗
梨
磁
瘰
赤
珠
瑪
瑙
の
七
寳
に

依
て
七
重
の
牆
壁
ε
欄
干
-こ
羅
網
ご
行
樹
あ
り
。
金
の
牆
壁
に
は
銀

の
門
、
水
晶
の
牆
壁
に
は
瑠
璃
の
門
あ
り
。
云
々

ざ
記
さ
れ
て
あ
る
。

如
意
寳
珠
と
支
那
に
傳
ふ
る
龍
宮
醜

闇
を

厭
ひ
明
を
好
め
る
は
入
心
の
常
に
し
て
、
闇
黒
に
對
す
る
嫌
忌

夂
は
恐
怖
に
よ
り
て
、
種
々
の
迷
信
,
傳

詭
を
生
じ
ま
た
そ
の
筋
を
助

長
せ
し
め
し
樣
に
、
光
明
に
付
て
も
愉
快

の
情
、
恩
恵
の
感
謝
等
よ
り

雜
多
の
紳
話
、
信
仰
を
産

み
出
す
ーこ
云
ふ
事
は
至
る
所
の
上
古
に
、
殆

ん
,ご
共
逋
せ
る
太
陽
祕
話
の
存
在
し
て
居

り
し
に
徴
し
て
も
こ
の
思
想

に
由
來
し
て
居
る
事
が
刺
明
し
、
そ
れ
が

や
が
て
光
明
そ
の
者
を
崇
拜

し
又
は
嗜
好
す
る
心
を

移
し
て
光
明
を
具

有
す
る
物
體
そ
の
者
を
嗜
好

し
、
崇
拜
す
る
に
至
れ
る
の
は
自
然
の
現

象
で
あ
る
。
且
や
玉
後
世
に

至
る
に
從

つ
て
大
察
の
光
明
、こ
い
ふ
漠
然

こ
し
た
る
自
然
覲
象
よ
り
も

明
鏡
明
玉
Σ
云
へ
る
如
き
、
具
體
的
に
觀
照
し
易
き
客
觀
物
を
却

つ
て

嗜
む
樣
に
な
れ
る
の
は
、
け
だ
し
免
れ
難
い
勢

で
は
な
か
ら
う
か
。
帥

ら
吾
力
は
今
所
謂
明

玉
寳
珠
に
つ
き
て
の
信
仰
ε
趣
味
を
叙
べ
次
い
で

龍
珠
に
及
び
た
い
。

印
度
に
於

い
て
莊
嚴
修
飾
の
具
こ
し
て
普
通
に
數

へ
る
七
寳
ご
い
ふ

も
の
は
皆
そ
の
光
明
、こ
、
色
彩
の
貴
重
す

べ
き
意
に
出
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
珠
石
の
中
最
も
理
想
的
な

も
の
は
如
意
寳
珠
で
あ
ら
う

彼
の
如
意
輪
觀
世
音
の
像
が
そ
の
掌
中
に
保
持
し
て
居
ら
る
所
の
も
の

は
、
こ
の
如
意
珠
に
し
て
、
特
に
こ
の
寳

珠
を
以
つ
て
表

は
さ
れ
る
所

の
胤
性
を
本
誓
こ
せ
ら
る
瓦
事
を
表
彰
し

て
如
意
輪
觀
世
音
ご
稱
す
る

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
而

て
此
の
如
意
寳

珠
を

一
佛
又
は
菩
薩
の
附
騰

持
物
、こ
し
て
の
位
を
更
に
進
め
て
、
寳
珠
其
物
を
直
ち
に
本
.尊

亀こ
し
て

尊
奉
す
る
に
至
り
し

も
の
は
眞
・胥
密
宗
の
特
色
で
あ
る
。
悉
し
く
は
如

意
蠻
珠
金
輪
呪
手
經
を
始
め
、
該
宗
經
釋
に
决
類
の
至
る
所
に
散
見
さ

コ

七



れ
、
寳

珠
を
本
尊

ご
す
る
が
如
き
は
蓋
し
積
極
的
教
義
を
事
赧
の
ヒ
に

表
す
此

の
宗
意
の
自
然
的
結
果
ε
云
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。

各
の

如
く
、
密
教
に
て
は
佛
舍
利
信
仰
ご
結
合
し
て
兩
部
不
二
の
本

奪
、こ
迄

に
崇
敬
さ
れ
た
る
如
意
寳
珠
も
實
は
前
述
の
如
く
ロ
バそ
の
光
明

に
對
す

る
吾
々
の
觀
念
の
想
化
に
基
き
し
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る

が
、
さ
て
然
ら
ば
論
す
る
所
の
如
意
寳

珠
は

　
醴
何
處
か
ら
來
た
り
九

る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

大
海
は
常
恒
に
濤
う
ち
て
巖
石
貝
鱗
を
揉
み
碎
い
て
居
る
。
而
て
海

を
知

る
人
民
が
、
魚
貝
堋
瑚
の
如
き
動
物
的
化
石
の
麗
朗
然
た
る
美

玉

を
海
下
に
産
せ
し
む

る
に
對
て
、
そ
の
嗜
好
を
起
す
の
は
怪
-こ
す
る
に

足
ら
な

い
。

又
海

潮
に
は
干
滿
が
あ
る
。
涅
槃
經
に
は
大
海
の
八
不
思
議
を
數

へ

て
そ
の
時
を
失
は
な
い
事
を
あ
や
し
ん
で
ゐ
る
。

以
上
の
二
つ
の
異
り
し
思
想
は
前
に
龍
r/J
い
ふ
海
上
の
暴
風
雨
、
叉

は
龍
卷

の
現
象
よ
り
生
ぜ
し

一
種
の
畜
類
瓧
會
の
信
、こ
結
び

つ
き
て
、

華
嚴
經

、
法
華
緇
な
蓼
に
見
ゆ
る
龍
王
の
宮
殿
中
よ
り
水
が
湧
萬
し
、

大
海
の
潮
に
時
限
の
定
ま
り
て
居
る
事
、
宮
殿
中
に
四
寳
珠
が
あ

つ
て

よ
く
海
内

一
切
の
珍
寳
を
生
す
る
事
の
傳
訛
を

作
れ
る
の
で
あ
る
。
此

の
寳
珠
が
果
し
て
眞
多
摩
尼
ご
は
未
だ
斷
つ
て
は
な
い
が
、「
能
生
海
内

叫
切
珍
寳
」
ご
い
ふ
所
を
以

つ
て
觀
れ
ば
、
直
ち
に

}
歩
を
樗
す
る
、、}

如
意
寳

珠
ざ
し
て
尊
奉
せ
ら
る
可
き
、
そ
の
前
身
た
る
事
を

示
す
Σ
兒

て
も
難
は
な
い
ーこ
思
は
れ
る
。

H
八

法
華
經
に
も

「
爾
時
龍
女
有

噌
寳
珠
價
直
三
千
大
千
世

界
,持
以
上
佛
、佛
邸
受
之
」

ご
見
え
て
居
る
が
未
だ
こ
れ
の
み
に
て
は
然
り
ーこ
定
め
る
事
が
畠
來
な

い
が
矢
張
り
如
意
を
彷
彿
せ
し
め
る
。

以
上
を
全
て
約
言
す
れ
ば

寳
珠
の
理
想
化
に
は

三
種
の
段
階
が
あ

る
。

}
は
目
覯
の
珠

玉
を
珍
寳
す
る
も
の

、
之
は
普
通
の
光
明
色
彩
の

美
を
嗜
む
心
を
以
て
爾
ぶ
の
で
あ
る
。
二
は
龍
王
の
世
界
に
産
す
る
も

の
,
即
ち
尋
常
な
ら
ざ
る
祕
祕
的
の
性
質
を
も
有
す

る
も
の
ご
し
て
爾

ぶ
の
で
あ
る
。
第
三
は
夏
に
之
を
理
想
化
し
て
殆
ん
,ご
抽
象
的
の
性
質

に
迄
推
し
上
げ
、
宇
宙
の
眞
理
本
軆
に
冥

加
す

る

も
の
で
あ
る
。
此
の

中
第
二
の
龍
珠
に
付
き
て
は
獨
り
印
度
の
み
な
ら
す
、
支
那

、
日
木
に

も
多
く
の
傳
論
を
殘
し
て
ゐ
る
。
而
て
印
度
に
龍
宮
龍
珠
の
論
が
存
し

て
、
居
り
し
は
毫
も
そ
の
獨
創
で
あ
る
を

狐
疑
せ
ぬ
が
、
支
那
の
此
の

論
に
至
り
て
は
大
い
に
考
慮

の
餘
地
を
有
す
る
如
く
思
は
る
の
で
、
し

ば
ら
く
支
那
に
於
け
る
龍
思
想
に
付
て
言
及
し
以
て
結
論
に
筆
を
蓮
び

た
い
o

龍
思
想
は
支
那
の
此
の
國
あ
る
ご
共
に
離
れ
難
き
因
縁
の
あ
る
樣
に

見
受
け
ら
れ
る
が
、
茲
に
注
意
し
た
い
の
は
彼
國
の
龍
は
主
に
塞
中
出

現
の
龍
で
あ
つ
て
、
時
に
雲
霧
に
乘
じ
て
其

の
形
を
隱
現
す
る
ご
云
ふ

慱
論
は
存
す

ご
す
る
も
、
海
底
に
宮
殿
を
構

へ
て
居
る
ーこ
云
ふ
舁
は
古

代
に
見
當
ら
ぬ
,

彼
の
傳
論
は
,
「
海
若
」
や

[
河
伯
し
の
事
も
あ

る
か
、
そ
れ
は

一
種



の
紳
格
に
し
て
宮
殿
を
有
す
ご
云
ふ
事
も
、
珠

玉
に
關
係
せ
る
説
話
も

何
等
附
隨

し
て
は
ゐ
な
い
。

恐
ら
く
龍
宮
に
付
て
始
め
て
支
那
文
献
に
顯
れ
た
る
も
の
は
蜀
の
杜

光
庭
の
撰

に
よ
る
録
異
記
五
で
あ
ら
う
。

海
龍
王
完
在
蘇
州
東
入
海
五
六
日
稈
小
島

之
前
濶
百
餘
里
四
面
海
水

粘
濁
此

水
清
無
風
而
浪
高
數
丈
舟
船
不
敢
輙
近
毎
大
潮
水
漫
沒
其
上

不
見
此
浪
船
期
得
過
夜
中
遠
望
見
此
水
上
紅
光
如
日
方
百
餘
里
上
與

天
連
船
入
相
傳
龍
王
宮
在
其
下
矣
。

ε
あ

る
。
思
ふ
に
之
れ
は
船
人
の
相
傳
よ
り
み
て
多
分
海
上
を

跨
に
す

る
者
の
、
支
那
内
地
に
見
出
し
得
な
い
海
龍
王
諡
話
を
印
度
よ
り
將
來

し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
且
叉
次
章
に
は

「
柳
子
華
,
成
都
命
、こ
な
り
て

役
所
に
勤
む
處
へ
、
壯
大
な
る
行
列
を
整

へ
て
來
れ
り
女
あ
り
。
何
處

の
貴
婦
人

ご
思

へ
ば
そ
は
龍
女
に
て
左
右
に
扶
け
ら
れ
つ

・
堂
に
上
り

子
華
ご
對
面
し
て
,
宿
命
與
君
子

碕
匹
偶
ご
喜
び
て
酒
樂
を
な
し
,
後

頻
り
に
往
復
せ
し
が
,
後
日
子
華
は
役
所
を
退
き
て
行
方
不
明
ご
な
る

世
人
は
龍
宮
に
入
り
て
水
仙
、こ
な
れ
り
、こ
傳
ふ
。
此
の
柳
の
孫
の
君
慶

く」
い

へ
る
は
大
い
に
慈
善
家
な
り
し
が
、
其
家
に
毬
程
大
の

】
明
珠
を

寳

こ
し
C
傳
ふ
る
は
、
其
の
租
父
の
殘
留
遺
物
で
あ
る
。
云
々
」
ご
云

ふ
傳
論
を
載
せ
て
ゐ
る
。
是
に
よ
る
ご
、
龍
王
,
童
女
の
事
を
明
し
、

兼
ね
て
龍

珠
の
事
を
仄
か
に
し
め
せ
る
の
で
あ
つ
て
、
私
考
す
る
に
こ

の
説
話
は
そ
の
源
を
智
度
論
十
二
,
止
觀
輛
行

】
、
及
び
法
華
經

提
婆

晶
に
有
し

て
ゐ
る
。

梁
の
任
舫
撰
、
述
異
記
上
卷
に
は

南
海
有
龍
絹
宮
泉
先
織
繍
之
處

絹
有
白
之
如
霜
者
乃
至
凡
珠
有

龍
株

龍
所
吐
者
蚫
珠
蚫
所
吐
物
南
海
塔
諺
云
馳

蛛
千
枚
不
及
政
瑰
言
馳
蛛

牋
也
越
人
諺
云
種
干
畝
木
奴
不
如

}
龍
珠
。

こ
れ
に
依
れ
は
、
最
早
や
其
の
海
邊
の
俗
諺

に
は
、
早
く
よ
り
龍
珠
の

高
貴
ご
云
ふ
觀
念
か
出
來
て
居
た
の
で
あ
る
。
又
晋
の
干
寳
の
撰
に
か

曳
る
捜
憩
紀
に
は

「
昔
隋
侯
齊
國
を
巡
行
す

る
途
に
、
小
蛇
の
三
沢
ば

か
り
な
の
が
熟

拶
の
中
に
宛
轉
し
て
苦
し
め
る
を

見
て
憐
心
を
起
し
援

け
て
水
中
に
入
れ
、
も
し
神
龍
の
子
な
れ
ば
此

の
恩
に
自
分
を
擁
護

せ

よ
Σ
言
ひ
て
放
す
。
そ
れ
よ
り
後
二
ヶ
月
に

し
て
同
路
を
通
る
時
に
,

忽
ち

}
小
兄
か
、
手
に

一
明
珠
を
把
り
て
侯

に
奉

る
。
侯
あ
や
し
み
て

問
ひ
し
に
,
嘗
て
の
小
蛇
ε
答
ふ
。」
ご
載
せ
て
あ
る
が
、
之
れ
に
は
皿

法
念
經
な
,ご
に
見
ゆ
る
非
法
行
龍
の
大
力
紳
通
は
あ
り
乍
ら
、
恒
に
熱

沙
の
苦
を
う
く
る
ε
云
ふ
三
熱
の
論
話
に
思
ひ
合
す
べ
き
性
質
が
多
分

に
含

る
o

次
に
前
説
の
隋
侯
の
「
汝
若
是
騨
龍
乙
子
當

願
擁
於
我
」
、こ
云
ふ
言
、

龍
か
人
界
を
擁
護

す
る
、こ
云
ふ
思
想
は
支
那

本
來
の
患
想

に
は
到
底
曲

來
せ
す
し
て
誠
に
印
度
思
想
の
直
輸
入
で
あ

る
。
更
に
夂
前
例
柳
子
華

の
詭
話
に
於
て
も
、
龍
女
が
宿
命
に
よ
り
て
夫

婦
に
な
る
、こ
云

ふ
三
融

思
想
は
,
到
底
支
那
固
有
ご
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。

又
述
異
紀
ド
に
あ
る
、

素
始
皇
帝
至
果
海
海
赫
捧
珠
献
於
帝
前
今
海
胖
有
秦
皇
受
珠
台

一

一
九



ご
云

へ
る
の
は
且
て
述
べ
た
る
如
く
法
華
經
提
婆
品
に
溶
易
に
其
の
出

典
を
求

め
得
る
事
か
韻
來

る
で
あ
ら
う
。

要
す
る
に
東
洋
の
龍
思
想

は
西
域
印
度
地
力
の

論
話
か
、
遊
離
し
て

俗
聞
に
入
り
來
る
、こ
共
に

嚇
面
に
は
佛
典
に
物
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
傳
説

史
の
常
軌
に
從
ひ
て
發
展
せ
り
・こ
考
ふ
る
が
至
當
で
あ
る
。

結

言

想
ふ
に
上
來
略
逋

の
龍
思
想
に
は
各

々
其
の
内
在
的
意
識
の
上
に
各

自
の
異
れ
る
境
地
を
有
し
て
ゐ
る
。
例

へ
ば
沸
傳
中
の
奇
蹟

こ
し
て
帥

ち
佛
傳
圖

の

一
・こ
し
て
過
去
現
准
囚
果
經
等
に
見
出
し
得
る
も
の
、
又

世
界
説
の

一
部
こ
し
て
所
謂
龍
烏
晶
の
読
翻
に
表
現
さ
れ
た
る
も
の
叉

は
沸
滅
後
に
於
け
る
法
寳
護
持
者
、こ
し
て
の
龍
王
を
訛
く
も
の
等
、
共

の
類
必
す
し
も

一
准
で
は
な
い
。
而
も
か
エ
る
點
よ
り
更
に

一
歩
を
推

ゼ
ば
、
龍

思
想
そ
れ
自
體
を
對
象
、こ
し
て
の
崇
拜
は
行
は
れ
ざ
り
し
も

の
こ
斷
じ
得
る
。
唯
だ
往

々
に
し
て
沸
典
に
顯
れ
た
る
龍

、
龍
王
、
龍

宮
の
文
學
的
表
現
か
崇
高
美
的
機
能
を
有
す
る
怪
奇
的
な
る
よ
り
し
て

街
奇
者
の
撞
造
妄

詭
な
り
ε
す
る
が
如
き
は
餘
り
に
も
獨
斷
ご
云
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
○

智
度
論

付
法
藏
慱

參
考
佛
典
及
び

一
般
文
献
鈔
録

華
嚴
經

喩

叫
阿
含
經

日
蔵
經

長
阿
含
經

超
世
經

正
法
念
經

楞
嚴
鞭
疏

方
廣
大
莊
嚴
經

釋
迦
譜

大
集
經

因
縁
僭
護
經

法
華
經
要
解

楞
嚴
經

維
摩
經
註

須
彌
蔵
經

立
世
阿
昆
曇

心
地
觀
經

南
浬
槃
經

止
觀
輔
行

無
姓
攝
論

華
嚴
疏

名
義
集

合
部
金
光
明
經

五
百
問
經

摩
訂
摩
耶
經

禪
宗
霾
鑑

i
t
i
o

四
分
律

正
宗
記

十
誦
律

沸
本
行
集
經

大
唐
西
域
記

月
藏
經

檜
祗
律

三
藏
法
數

經
律
異
相

毘
奈
耶
雜
事

摩
得
勒
伽

觀
沸
三
昧
經

維
摩
經
註

最
勝
王
綬

中
阿
含
經

圓
親
略
疏
三
鈔

雜
集
論

法
苑
珠
林

藤
婆
多
尼

大
零
請
雨
經

蓮
華
面
經

如
意
寳
林
金
林
呪
王
經

善
見
律

大
般
若
心
経

宗
鏡
録

五
分
律

し
佛
紳
呪
經

大
昆
婆
沙
論

寳
積
經

雑
阿
含
經

義
楚
六
帖

大
日

一
行
疏

瑜
伽
論

彌
勤
成
沸
經

倶
舍
論

理
趣
六
度
經

解
捲
論

心
經
顯
正
記

潼
歎
經

央
掘
魔
羅
經

+
善
戴
經

聖
迦
梶
金
剛
童
子
軌

菩
薩
胎
經

中
蘇
起
經



太
子
瑞
應
本
起
經

讐
曜
經

衆
許
摩
訶
帝
經

初
分
詭
經

毘
奈
耶
破
僭
事

異
細
菩
薩
本
起
經

黒
氏
梵
志
經

十
二
遊
經

幽
濯
經

沸
本
行
經

毘
奈
耶

紳必
蒭
尼

法
顯
傳

編
蓋
正
行
所
集
經

洛
陽
伽
藍
記

修
行
本
起
經

過
去
現
在
因
果
經

大
方
等
大
集
經

左
寳
積
經

佛
五
百
弟
子
自
論
本
起
經

新
歳
經

録
異
記

述
異
記

搜
憩
記

木
草
綱
目

卓
氏
藻
林

持
寳
通
覽

分
類
故
事
爰
語

古
事
記

古
今
著
聞
集

へ
義
目
物
語

宇
津
保
物
語

宇
治
拾
遐
物
語

冖
休
和
術
法
語

田
舍
源
氏

雨
月
物
語

御
伽
草
紙

、

日
本
紀

大
鏡

開
目
鈔

唐
物
語

・

所
蘚
鈔

祗
園
女
御
九
重
錦

狂
言
記

.

源
氏
物
語

竹
取
物
語

俵
藤
太
物
語

徒
然
草

道
成
寺
現
在
蛇
鱗

萬
葉
集

江
戸
著
聞
集

石
川
雅
望
集

罕
賀
源
内
集

花
月
草
紙

勅
修
法
然
上
人
御
傳

謠
曲
集

里
見
八
犬
傳

駿
臺
雜
話

形
聲
説
文

繪
本
太
閤
記

扁
二

一
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